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生
産
的
勢
働
の
索
材
的
規
定
・
と
嵐
嚢
mw
生
産
性

師
川
値
後
生
の
北
川
準
を
何
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
の
ス
ミ
九
の
見
解
は
、
生
産
的
接
働
に
闘
す
る
位
の
第
二
の
規

定
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

『
生
産
的
勢
働
は
号
の
勢
働
の
終
つ
亡
後
、

A
同
ほ
少
〈
と
も
若
千
時
間
は
保
つ
或
る
特
定
の
目
的
物
ま
た
は
賓

h
得
ベ
き
財
貨
に
固
有
し
、
且
つ
具

憾
化
さ
れ
る
e

此
の
目
的
物
ま
た
は
こ
の
財
貨
は
、
言
は
ば
或
る
他
の
場
合
に
、
も
し
必
要
め
巴
ば
、
用
ひ
色
る
ペ
〈
稜
み
貯
へ
ら
れ
る
帥
労
働
の
或

る
一
定
量
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
件
一

ω目
的
物
若
〈
は
そ
れ
と
同
一
物
な
る
設
目
的
物
の
債
格
は
、
最
一
倒
に
こ
れ
を
生
産
し
た
廃
の
仁
-
れ

と
等
し
い
抽
労
働
量
を
後
に
ち
し
必
要
ゐ
ら
ぱ
動
か
し
得
る
の
で
あ
る
』

『
不
生
産
的
労
働
は
何
ら
特
定

ω
目
的
物
ま
た
は
寅
り
得
べ
き
財
貨
日
問
者
若
〈
は
具
情
化
き
れ
な
い
e

れ
の
勢
務
は
大
抵
止
に
之
を
果
す
の
瞬
間

に
消
滅
し
て
了
ひ
、
之
に
劃
し
て
勢
務
の
等
量
が
後
に
得
ら
る
べ
き
何
等
か
の
痕
跡
』
去
に
は
償
値
を
そ
の
あ
と
に
建
す
こ
と
稀
で
あ
る
。
』

こ
〉
に
責
ち
符
べ
き
財
品
目
一
に
固
着
し
具
瞳
化
さ
れ
る
と
は
、

言
葉
を
換
へ
て
云
へ
は
商
品
に
固
着
し
兵
樟
化
さ

れ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

か
〈
て
生
産
的
州
労
働
に
闘
す
る
第
二
の
規
定
は
、

商
品
に
固
着
し
具
開
化
す
る
労
働
は

生
産
的
で
あ
り
、
然
ら

5
る
勢
働
は
不
生
産
的
で
め
る
と
云
ふ
こ
と
に
鴎
着
す
る
。

さ
き
に
観
察
し
た
生
産
的
持

Adam Smith: 'Y. of N. Vol. 1. P・313
Adam Smith: ，yοf N. Vol. 1. p. 313 2) 



働
の
第
一
の
規
定
、
印
ち
資
本
と
交
換
さ
れ
て
利
潤
を
生
h
U
州
労
働
は
生
産
的
で
あ
る
と
云
ふ
規
定
に
於
て
は
、
日
分

働
の
内
容
ま
た
は
結
果
は
何
ら
関
係
す
る
所
が
な
く
、
唯
そ
れ
が
安
本
主
義
枇
舎
に
於
い
て
採
る
形
態
の
み
に
闘

係
し
て
ゐ
た
。
然
る
に
商
品
に
固
着
し
具
瞳
化
す
る
勢
働
と
規
定
し
た
場
合
、
商
品
は
交
換
債
値
と
同
時
に
使
用

債
依
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
持
働
は
そ
の
内
容
結
果
印
ち
そ
の
も
つ
素
材
的
規
定
性
が
問
題
と
き
る
る
に
至

っ
た
左
一
E

ふ
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
こ
の
二
規
定
は
は
決
し
て
矛
盾
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

資
本
主
義
枇
合
に
於
て
こ
の
こ
規
定
が
如
何
に
統
一

3
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
既
論
的
に
要
求
さ

れ
る
。資

本
と
交
挟
さ
れ
利
潤
JT
ヨ
U
N刀
働
ば
生
産
的
で
あ
る
?
と
一
千
L
A

出
定
、
は
、
民
い
、
本
主
筏
一
枇
九
円
に
於
け
る
生
産
的
な

労
働
で
あ
る
。
従
っ
て
此
慮
で
は
あ
ら
ゆ
る
使
用
便
値
の
生
産
が
資
本
主
義
的
に
行
は
れ
る
完
全
は
資
本
主
義
的

生
産
が
前
提
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
き
う
し
た
場
合
自
家
用
の
魚
の
生
産
卸
ち
商
品
形
態
を
採
ら

F
る
客
観
的
使

用
債
値
の
生
産
は
、
原
則
と
し
て
最
早
存
在
し
得
な
い
も
の
と
一
玄
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

る
侠
蝉
の
持
働
が
、
主
人
の
使
用
す
る
シ
ャ
ツ
や
ズ
ボ
ン
(
客
観
的
使
用
償
悩
)
を
、
生
産
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
否
定
さ

一
家
の
牧
入
と
交
換
さ
る

れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
客
観
的
使
用
便
値
は
組
て
向
日
叩
形
態
を
と
り
、
資
本
主
交
換
さ
る
〉
労
働
が
生
産
す
る
こ

と
〉
な
る
。
之
に
反
し
不
生
産
的
帥
労
働
は
、
客
観
的
使
用
債
値
た
ら
や
従
っ
て
商
品
の
形
態
を
採
り
得
な
い
使
用

債
値
の
生
産
の
み
を
行
ふ
。
不
生
産
的
勢
働
は
、
そ
の
機
能
す
る
瞬
間
の
主
観
的
使
用
慣
値
の
故
に
の
み
買
は
れ

必
然
に
一
家
内
の
牧
入
と
交
換
さ
る
h

こ
と
〉
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
資
本
主
義
が
全
生
産
を
支
配
し
た

商
業
生
産
設
の
諸
性
格

第
四
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場
合
に
於
て
は
、
生
産
的
批
労
働
に
闘
し
て
は
形
態
的
匹
別
と
同
時
に
素
材
的
匝
別
が
生
じ
て
来
る
、
即
ち
安
本
と

、

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

.

、

、

交
換
さ
れ
て
偵
値
を
生
産
す
る
姑
労
働
は
同
時
に
向
日
叩
を
生
産
す
る
の
で
あ
る
。
償
佑
の
量
的
規
定
一
か
吐
合
的
に
決

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
司
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

定
さ
る
と
同
時
に
ま
た
客
観
的
使
用
債
値
の
限
界
も
枇
命
日
的
生
産
に
於
て
枇
合
的
に
規
定
さ
れ
る
。
て
か
ら
こ
そ

か
〉
る
ニ
規
定
は
生
産
の
枇
命
同
化
せ
る
資
本
主
義
的
生
産
に
於
て
完
全
に
自
己
を
貸
現
す
る
の
で
あ
ー
あ
。

叩，

A

ミ
ユ
が
生
産
的
帥
労
働
の
素
材
を
物
的
商
品
に
限
定
せ
る
は
、
客
観
的
使
用
便
値
が
「
物
」
ぞ
離
れ
て
考
へ
ら
れ

な
い
限
h
ノ
じ
於
て
一
止
し
レ
考
ハ
を
合
む
も
の
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
じ

(
加
則
論
物
的
商
品
と
一
国
ふ
場
合
ス
ミ

λω
概
愈
じ
に
詑

民
主
義
者
か
ら
承
げ
縫
い
だ
感
受
性
を
附
着
せ
し
め
で
は
尻
昌
一
か
。
)

吾
々
は
い
ま
上
越
の
如
き
債
値
概
念
に
於
て
商
業
の
生
産
性
を
考
ふ
べ
き
貼
に
到
達
し
た
。
商
口
叩
(
客
観
的
使
用
俣

値
)
を
生
産
す
る
否
や
の
酷
か
ら
す
れ
ば
、
商
業
は
明
ら
か
に
商
品
を
生
産
し
な
い
か
ら
不
生
産
的
と
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
瓜
は
れ
る
。
然
ら
ぱ
ス
ミ
ス
は
何
故
に
向
業
を
生
産
的
階
級
の
内
に
数
へ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
此
慮
に

於
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

ス
ミ
ス
が
必
宇
し
も
『
商
品
を
生
産
す
る
』
と
一
E

ふ
文
字
を
用
ひ
中
、

『
商
品
に
固
着

し
具
盟
化
す
る
(
町
一
尚
昆

E(ご
E
一
一
回
日
仏
)
』
と
云
ふ
文
字
を
用
ひ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
農
業
お
よ
び
製
造
工

業
上
の
勢
働
左
商
業
上
の
勢
働
と
の
聞
に
は
、
前
者
は
商
品
を
生
産
し
後
者
は
単
に
之
を
貰
買
す
る
知
に
そ
の
本

質
的
な
匝
別
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

ス
ミ
ス
は
或
る
程
度
ま
で
之
を
一
品
別
せ
る
に
拘
ら
子
、

『
商
品
に
同
着

し
具
瞳
化
す
る
』
と
云
ふ
暖
昧
な
概
念
に
於
て
商
業
を
生
産
的
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
姑
を
手
掛

り
と
し
て
考
察
を
進
め
や
う
。

ス
ミ
ス
は
謂
ふ
。
『
農
業
者
、
製
造
者
、
卸
賀
商
人
及
び
小
賀
商
人
の
利
潤
は
悉
〈
、
農
業
者
及
製
造

此慮に商品としての勢働力を如何に取扱」、べきかど云ふ問題が護るわげであ
る。しかしそれは直接今石、の取扱へる課題に闘係が無L、かもー隠除外す乙。
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者
の
空
産
し
、
卸
賀
及
小
賀
商
人
の
費
賀
す
る
財
の
債
格
よ
り
引
向
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
』

こ
の
引
用
句
に
於
て
も
、
商
業
上
の
捗
働
は
資
本
と
交
抗
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
利
潤
を
も
た
ら
す
け
れ
ど
も
、

元
来
こ
の
利
潤
は
農
業
者
お
よ
び
製
造
者
の
生
産
し
に
財
貨
よ
h
，
引
出
さ
れ
4
0
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
居
る
。
こ

の
意
味
に
於
て
は
商
業
は
不
生
産
的
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
同
様
の
思
想
は
彼
が
固
定
査
本
と
流
動
資

-
本
か
け
}
論
や
る
章
に
も
現
は
れ
て
居
る
。
本
来
固
定
資
本
と
流
動
資
本
と
の
直
別
は
、
生
産
資
本
自
轄
に
閲
す
る
匹

別
で
あ
る
べ
き
だ
が
、

ス
ミ
ス
は
流
動
資
本
な
る
名
栴
の
下
に
生
産
部
商
に
於
て
で
は
な
く
、
流
通
部
面
に
機
能

す
る
資
本
h
z
問
解
し

τ居
る
。
而
し
て
そ
の
場
合
『
流
通
安
本
の
特
質
は
そ
れ
が
硝
ち
流
通
削
ち
持
主
会
費
更
す

る
併
に
よ
っ
て
の
み
所
件
ど
典
へ

3
加
に
あ
る
。
一
ど
な
し
‘

ijfE 
ji!i 
tt 
本
ι) 
1:{1 

司
」
戸

1
4
h、、ノ晶一品仁
I
F
-

、ノ
B

、ノ

中

J
J

川

Fノ
d
1
1
2川
r
い

J
d
F
3
d

ら
ゆ
る
種
類
の
食
料
品
、
原
料
、
完
成
品
並
び
に
此
等
を
最
後
に
使
用
ま
た
は
消
費
す
る
所
の
人
々
に
こ
れ
を
流

通
ま
た
は
分
配
す
る
に
必
要
な
貨
供
。
」
を
属
せ
し
め
て
居
る
。
之
に
反
し
生
産
的
資
本
は
『
流
通
せ
守
し
て
帥
ち

持
主
を
麺
夏
せ
や
し
て
所
得
ま
仁
は
利
潤
を
奥
へ
ふ
o
』
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
ス
ミ
ス
は
固
有
の
立
味
に
於

け
る
生
産
資
本
か
ら
、
明
ら
か
に
流
通
費
本
を
匝
別
し
、
そ
の
中
に
商
人
資
本
を
属
せ
し
め
て
居
た
の
で
あ
る
。

右
の
如
〈
生
産
的
労
働
の
生
産
す
る
利
潤
が
白
ら
を
具
現
す
る
財
貨
は
、
農
業
者
、
製
造
業
者
が
生
産
す
る
所

で
あ
り
、
商
業
は
軍
に
之
を
頁
買
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
有
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

ス
ミ
ス
自
身

色
明
ら
か
に
之
を
指
摘
し
て
居
る
。

然
る
に
『
買
わ
得
べ
き
財
貨
に
同
着
し
丸
一
瞳
化
す
る
』
と
一
五
ふ
表
現
は
、

乙
の

匝
別
JTJ少
な
か
ら
や
暖
昧
な
も
の
に
ら
し
め
る
。
何
故
な
ら
商
口
聞
を
生
産
す
る
こ
と
も
、
之
を
貰
買
す
る
こ

E
も
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第
二
競

戚
性
上
我
々
を
し
て
商
品
を
封
象
と
す
る
帥
労
働
炉
、
そ
め
商
品
に
同
着
し
具
膿
化
す
る
と
信
ぜ
し
め
る
貼
に
於
て

は
同
械
だ
か
ら
で
あ
る
。

前
節
に
於
て
五
日
冷
は
ス
ミ
ス
一
か
債
値
の
生
産
部
而
と
流
通
部
而
に
闘
し
て
明
確
な
匝
別
ぞ
設
け
や
、
そ
の
結
果

商
人
一
か
現
宜
上
利
間
営
獲
得
し
て
ゐ
る
現
象
に
と
ら
は
れ
て
、
尚
人
を
生
産
的
階
級
に
数
へ
上
げ
に
事
を
知
っ
た
。

同
様
に
し
て
商
品
の
生
産
と
商
品
の
山
町
叫
ん
只
と
佐
-
恥
測
し
乍
ら
も
、

立
て
乃
防
念
品
瓜
一
氏
ぜ

J
A
V
H
J

ま
い
つ
に
堕
-
命
吻
-
ト

t
:
e
f
-
-
1
1
4
I
t
-
-
3
-
-
n
t
;
 

明
雄
さ
が
u

商
業
を
生
産
的
部
門
に
属
せ
し
め
わ
い
も
の
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

し
か
し
乍
ら
こ
の
こ
と
を
以
て
ス
ミ
ス
が
謂
は
ゆ
る
譲
渡
利
潤
観
や
債
依
の
主
観
的
援
生
に
闘
す
る
理
論
を
も

っ
て
居
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
利
潤
が
決
し
て
寅
只
か
ら
生
れ
る
も
の
で
な
く
、
生
産

部
面
に
於
け
る
持
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
左
見
て
居
た
こ
と
は
、
屡
ミ
指
摘
さ
れ
る
周
で
あ
り
、

以
上
の
考
察
も
勿
論
そ
の
こ
と
は
認
め
た
上
で
な
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
唯
そ
の
耕
に
於
げ
る
素
朴
さ
と
不
明

ス
ミ
ス
を
し
て
商
業
を
生
産
的
で
あ
る
と
定
義
さ
せ
た
ち
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
川
町
山
る
が
故
に

(
誌
)

後
の
古
典
況
の
一
部
の
如
く
債
値
論
に
主
観
的
要
素
を
附
加
す
る
こ
と
な
く
、
ス
ミ
ス
の
客
観
的
な
耐
労
働
倒
防
相
沿

確
さ
が
、

を
忠
貨
に
貫
徹
せ
し
な
る
場
合
に
於
て
は
、
商
業
の
生
産
性
は
結
局
理
論
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
〉
な
る
。
何
と

な
れ
ば
そ
の
場
合
商
業
が
債
値
を
生
産
す
る
や
否
や
は
、
客
観
的
使
用
情
値
な
生
産
す
る
や
汗
ゃ
を
基
準
と
し
て

定
め
ら
れ
石
こ
L
」
〉
な
り
、
商
業
は
明
ら
か
に
か
〉
る
も
の
を
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

門

器

】

古
典
準
涯
に
属
す
る
人
で
債
論
に
主
制
倒
的
要
素
を
と
り
入
れ
る
人
に
セ
イ
・
マ
カ
1

ロ
ッ
ク
が
あ
る
、
こ
の
場
合
に
は
碕
業
は
論
理
的

ι矛



L

v

h

，
 

屑
す
る
こ
と
な
く
生
産
的
で
め
る
左
云
は
れ
る
か
に
見
え
る
。
セ
イ
の
突
の
諸
句
を
見
ょ
。
『
予
ぽ
何
等
か
の
品
川
用
を
創
造
す
る
こ
と
は
印

も
宮
の
創
造
で
め
る
と
云
は
ん
と
す
c

査
し
是
等
の
物
の
数
用
は
そ
の
慣
他
あ
第
一
の
基
礎
た

h
而
し
て
そ
の
償
値
は
宮
の
第
一
の
基
礎
た

る
を
以
て
な

h
d』

『
生
産
は
物
質
の
創
造
で
は
な
〈
技
用
の
創
造
で
ゐ
る
。
』

『
産
業
が
吾
人
の
圏
内
に
在
ら
ゲ
る
欲
望
針
象
物
を
吾
人
の
圏
内
に
色
た
ら
す
場
合
に
は
之
を
商
産
業
ま
た
は
単
に
商
業
と
名
づ
く
。
』

乙
の
場
合
ば
償
値
生
産
の
基
準
は
殺
用
の
生
産
に
闘
し
で
求
め
ら
れ
商
業
は
人
の
物
に
針
す
る
主
槻
的
数
用
を
増
加
す
る
故
に
、
論
理
的
に

は
決
り
な
く
商
業
を
生
産
的
と
云
び
得
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
セ
イ
は
ヲ
f

』
の
一
一
一
分
説
(
生
産
。
分
出
・
消
費
)
に
於
て
商
業
を
生
産
の
内
に
論
じ

て
居
る
。
セ

f
の
影
響
を
受
げ
た
マ
虫
1

ロ
ッ
ク
に
於
て
る
同
様
で
あ
る
。

『
経
済
事
に
於
て
戎
々
ば
生
産
な
る
話
hvu
物
財
の
生
涯
に
は
解
斗
?
し
て
殺
用
の
内
産
開
も
交
換
償
山
m
u
生
皮
ド
鮮
寸
品
。
』

か
く
で
す
カ
1

ロ
ソ
ク
も
と
に
獅
業
'
ぜ
生
法
的

t
f呂
と
す
る
へ
い
ご
ゐ
4
3
b

し
か
し
乍
ら
殺
用
な
る
主
期
的
要
素
を
経
済
準
上
に
ー
と
り
入
れ
る
こ
と
が
果
し
て
正
し
い
が
否
か
は
問
題
で
あ
っ
て
批
剣
の
多
く
存
す
る
所

一じみのる。

五

商
業
生
産
韓
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

商
業
の
生
産
性
の
一
問
題
は
肢
に
指
摘
せ
る
知
〈
、
生
産
過
程
自
躍
に
闘
す
る
問
題
で
あ
う
て
、

商
業
が
債
値
全

生
産
す
る
や
一
合
や
?
と
し
て
定
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
商
業
資
本
が
流
通
過
程
を
も
合
ん
だ
総
生
産
過
程
に

於
て
利
潤
の
分
配
に
輿
る
と
云
ふ
こ
と
は
、

何
ら
商
業
を
生
産
的
で
め
る
E
F
一
な
す
根
擦
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る。
然
る
に
ア
ダ
ム

生
産
過
程
と
流
通
過
程
、

従
っ
て
倒
値
と
利
潤
と
の
混
同
の
故
に
、

客
期
的
偵

-
ス
ミ
ス
は
、

商
業
生
産
説
の
諸
性
格

第
四
十
一
巻

第

務

一
一一

i¥. 
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商
業
生
産
設
の
諸
性
格

第

務

一
三
闘

第
四
十
一
巻

/¥ 

値
説
を
と
り
乍
ら
商
業
を
生
産
的
と
な
し
た
こ
と
は
以
上
観
察
し
来
れ
る
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
月
ミ
ス
の
客
槻

的
偵
値
識
を
以
一
て
貫
徹
す
る
場
人
H

に
於
て
は
、
そ
れ
は
既
に
貰
買
利
潤
槻
や
主
観
的
償
値
説
を
排
斥
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
商
業
の
生
産
性
は
結
局
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
ま
た
同
時
に
知
り
得
七

所
で
あ
る
。

、
、
、

以
上
問
題
を
理
論
的
に
定
立
し
巧
・
崎
市
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
一
投
に
向
山
羽
根
を
生
産
的
で
め
る
と
な
す
場

A
口
は
、
必
や
し
も
か
く
の
知
き
巌
密
な
る
理
論
的
根
撮
の
上
に
な
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
単
に
商
業
が
査
本
主
義
的

園
民
経
済
に
於
て
持
つ
有
用
性
の
故
を
以
て
、
商
業
を
生
産
的
で
あ
る
と
な
す
見
地
が
屡
ミ
存
在
す
る
こ
と
は
住

立
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
デ
オ
官
ギ
!
と
し
て
の
商
業
生
産
設
で
あ
る
。

資
本
主
義
的
経
情
摩
の
鼻
踊
で
ゐ
り
、
従
っ
て
商
工
業
者
の
イ
デ
オ
ロ

I
グ
で
ゐ
る
と
云
は
れ
る
ス
ミ
ス
炉
、

商
業
の
資
本
主
義
社
舎
に
於
て
も
つ
程
漕
的
機
能
の
有
用
性
4

伊
込
円
定
し
強
調
せ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
此
慮

に
ス
ミ
ス
の
有
名
な
句
を
引
用
し
ゃ
う
。

『
一
た
ん
分
業
が
全
〈
確
立
し
た
暁
に
は
、
自
己
の
抽
労
働
所
産
の
充
足
し
得
る
昆
は
、
人
の
欲
豆
の
極
め
て
一
小
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
人
は
己
の
勢

働
所
産
の
中
、
白
己
の
消
費
に
供
し
て
向
鈴

b
あ
る
剰
除
分
舎
、
他
人
の
労
働
所
産
の
中
白
れ
が
必
要
と
す
る
様
な
部
分
と
突
換
し
て
其
の
欲
望
の

迭
か
に
大
な
る
部
分
を
満
た
す
。
か
〈
て
各
人
悉
〈
交
換
に
依
っ
て
生
活
す
る
。
乃
ち
幾
分
か
商
人
、
と
な
る
。
而
し
て
其
社
合
そ
の
者
は
正
し
く
一

個
の
商
業
社
舎
と
化
す
る
の
で
あ
か
。
』

『
商
業
枇
含
』
な
る
名
稿
ぞ
以
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
商
品
生
産
枇
舎
に
於
て
は
、

ま
こ
と
に
ス
ミ
ス
の
一
五
ふ
如

〈
人
間
的
欲
望
は
悉
〈
交
換
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
〈
て
の
み
使
用
慣
値
は
交
換
慣
航
の
形
態

Adam Smith: 'V. of K. Vυ1. L p. "4 



を
採
る
。
人
冷
の
生
産
行
品
川
は
交
換
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
り
、
従
っ
て
交
換
の
媒
介
者
た
る
商
業
は
、
向
口
叩

生
産
枇
舎
に
於
け
る
程
酒
生
活
に
と
っ
て
、

一
の
必
然
的
な
範
曙
と
な
り
、
そ
の
限
h
ノ
に
於
て
生
産
的
様
相
を
呈

す
る
と
云
へ
や
う
。
克
ら
に
ま
だ
ス
ミ
ス
は
他
の
個
所
に
於
て
、
『
も
し
商
業
が
存
花
し
な
い
な
ら
ば
』
、
と
云
ふ

限
定
を
置
〈
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
業
が
諸
生
産
資
本
聞
の
分
業
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
何
に
一
‘
岡
の
生

産
力
の
増
進
に
貢
献
す
る
か
、
ま
た
諸
生
産
資
本
の
市
場
を
構
大
し
、
間
持
率
を
迅
速
な
ら
し

U
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
如
伺
に
そ
の
利
潤
率
ぞ
柑
話
せ
し
む
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
居
る
。

成
将
な
崎
分
業
と
従
っ
て
交
換
原
則
に
立
脚
し
た
「
向
業
枇
命
日
』

に
と
っ
て
は
、
商
業
の
機
能
は
有
用
で
あ
る

Lt民
主

-
3
4
4
1
ら
は
。

(
-
4
1
4
(
1
J
H
 

J
h
F
4二

}
:
j
i
)
B
-
1
1
1
:
l
L
h

し
か
し
乃
l
p
つ
引
ミ

τプ
力

EH謀
ru
力
¥
一
る
右
汗
似
を

U
t
u
u
p
u

〉

L45zi--:
〕

〕

H
君
主
叫
山

J
d
2

扇
町
マ

J
d
ξ
k
l
土

も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
彼
の
生
産
概
念
に
背
離
す
る
。
何
故
な
ら
ば
既
に
述
べ
た
所
に
よ
っ
て
、
客

観
的
慣
値
論
を
以
て
貫
徹
せ
ん
と
す
る
場
合
、
結
局
商
業
の
生
産
性
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
ら
か
だ
か

ら
で
あ
る
。

我
，
伊
は
蕊
に
於
て
商
業
生
産
設
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
理
論
的
に
は
何
ら
か
の
非
物
質
的
無
形
的
生
産
概
念

(PDEr-三
g
g
f
mユ
『
吉
ロ
】
一
三

E-E同町三己一
2
N一町一
2
)
に
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ね
事
を
'
知
る
の
で
あ
る
。

事
貫

ド
イ
ツ
の
資
本
主
義
に
併
行
し
て
殺
生
し
稜
展
し
た
歴
史
主
義
的
閏
民
経
持
率
に
於
て
明
へ
ら
れ
る
向
業
生
産
設

ば
、
彼
等
の
非
物
質
的
な
生
産
概
念
E
Y

」
密
接
に
結
び
附
い
て
居
た
の
で
あ
る
o

そ
れ
に
閲
し
て
ソ
ス
ト
の
次
の
一
一
品

一
某
は
注
意
す
べ
き
で

J

の
る
。

商
業
生
産
説
の
諸
性
格

第
四
十
一
巻

ま己

第

披

ーノ、
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商
業
生
産
設
の
諸
性
格

第
凶
十
一
巻

第
二
抜

『
蔦
民
総
務
撃
と
園
長
経
済
息
子
と
が
存
在
す
る
。
前
者
は
突
換
償
値

ω理
論
で
め

b
、
後
者
は
生
産
力
の
理
論
で
め
る
σ
』
彼
等
は
古
典
滋
に
よ

っ
て
主
張

Z
れ
る
交
換
仮
他
事
説
の
生
産
概
念
に
附
若
す
る
物
質
主
義
に
強
く
反
時
惜
し
、
無
形
的
な
剛
氏
的
生
産
力
を
以
て
自
ら
の
生
産
概
念

の
基
準
と
な
し
来
る
。

こ
の
場
合
に
於
て
は
商
業
の
生
産
性
の
問
題
は
商
業
が
僚
催
を
生
産
す
る
も
の
な
h
や
否
や
と
し
て
で
は
な
く
、
商
業
が
一
圃
の
闘
民
的
生
産

力
に
と
っ
て
有
用
な
も
の
な
ら
ぬ
否
や
と
し
て
定
立
さ
れ
る
。
而
じ
て
之
は
商
業
の
同
民
経
済
的
生
産
性
(
〈
O
H
r
r
z
z
t己
E
己
E
r
m
H
J
c品
z
r
z

』
[
笠
品
自
民
主

ιπ
一
九
と
呼
ば
れ
る
め
で
あ
る
。
今
日
商
業
政
策
問
中

(
H
P
E巳
』
5
}阿

-

M

ご
と
し
て
一
分
混
合
な
す
ポ
ー
ク
ト

-
T
ル
ン
ザ
Z

ル
の

先
駆
者
で
あ
っ
た
ロ
ツ
シ
ャ
ー
の
如
、
さ
が
、

:ο
凡
地
に
於
山
商
業
品
化
康
性
合
論
ぜ
る

4
の
と
忠
ば
れ
る
。
か
、
二
O
L
U
一
場
に
於
て
は
蛍
然
商
業
は

生
泣
品
川
な
も
の
と
な
わ
、
問
業
生
産
説
は
形
式
論
哩
一
仙
け
じ
手
虐
な
く
・
主
叫

3
れ
ほ
，
Q

C

し
か
し
乍
ら
非
物
質
的
無
形
生
産
概
念
炉
、
円
肱
・
留
な
科
皐
的
意
義
に
於
て
正
し
い
も
の
で
あ
る
や
否
や
は
、
今

戸、

四

-
~ 
/、

日
大
髄
批
剣
さ
れ
蓋
し
て
居
る
と
云
っ
て
差
文
へ
あ
る
ま
い
。
従
つ
で
商
業
生
産
設
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
無
形
生

産
概
念
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
と
ひ
形
式
論
理
的
矛
盾
が
救
は
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
珂
論
的
接
接
た
る
無
形

生
産
概
念
日
か
科
準
的
に
無
意
義
で
あ
る
以
上
問
題
に
な
ら
な
い
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
限
そ
こ
で
は
無
形
的
生
産

及
び
さ
'
立
去
っ
た
説
の
生
れ
る
歴
史
的
地
盤
の
み
が
問
題
に
な
る

概
念
と
商
業
生
産
説
の
必
然
的
な
結
び
う
き
、

の
で
あ
忍
c

.... ，、
結

論

内
圃
商
業
が
著
し
い
勢
で
勃
興
し
つ
〉
あ
り
、
あ
た
か
も
産
業
革
命
の
前
夜
に
あ
っ
た
一
七
六

0
年
代
の
英
闘

を
思
へ
ば
、
ス
ミ
ス
の
商
業
生
産
詰
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
必
然
的
な
際
史
的
地
盤
を
持
つ
も
の
と
一
疋
ふ
事
が

し
か
し
乍
ら
ス
ミ
ス
的
な
客
観
的
制
値
概
念
台
以
て
貫
徹
せ
ん
と
す
る
揚
令
、
向
業
生
産
説
は
理
論
的

出
来
る
。

Friedrich List: n. a. O. S. 225目
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に
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
得
た
志
の
結
論
で
あ
る
。

最
後
に
以
上
な
さ
れ
た
考
察
に
劃
し
て
営
然
起
る
べ
き
一
一
一
二
の
疑
問
に
つ
い
て
三
一
目
し
て
お
き
た
い
。
商
業
の

生
産
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
流
通
の
生
産
性
の
否
定
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
そ
の
場
合
に
は
常
然
涜
逼

に
機
能
す
る
商
業
以
外
の
業
務
た
る
運
輸
保
管
業
務
を
如
何
に
取
批
ふ
べ
き
炉
の
疑
問
が
生
じ
て
来
る
わ
け
で
あ

る
o

兎
ら
に
ま
た
向
業
の
生
産
性
を
否
定
す
る
場
合
に
は
、
現
賀
に
商
業
い
か
獲
特
し
つ
冶
あ
る
利
潤
に
針
し
一
定

の
特
殊
規
定
を
伴
は
ね
は
な
ら
な
い
。
之
等
の
問
題
を
私
は
今
後
の
研
究
に
侯
ち
た
い
と
思
っ
て
居
る
。

最
近
で
は
尚
業
の
生
産
性
の
問
題

'fmな
る
一
一
一
同
葉
の
争
、
立
場
の
相
異
と
し
て
無
鵡
し
た
ら
う
'
と
す
る
傾
向
が

m 
! :t 
n 
.て

ゐ
己
つ

/
曲

3

J

a

一
目
以
司
、
品
目
レ
h
h
h
二

w
b
Lず
E
p
h

忌
ト
、
.
副
ノ
-
-
‘
，

zrぐ
吋

壬

U
3玉、
A
U
U
2
4
h
E
J丸
司

I
h

〉
之
3
.
2
4

ノ
亡
、

司
ビ
ニ
L

2

3

7
・4
ま

J
H
、
ctoilk一3
1
i
v
c
r
.
-
L
T
語、二回望と吋
P
S
I
-
d
R
t
k
U
H
E
-
-司
;
L
一ヨ一』司
T
L
j
h
じ
よ

JIι

に

-

7

ニヨロ一一
-
u
l
メ
虫

F
-
l
-
d
l
1
1
1
'
F
A
I
L官

F

二

u

t

t
，

二

d
〆

:

す
る
理
論
と
一
臓
の
聯
闘
を
持
っ
て
ゐ
る
。

か
う
一
五
っ
た
説
の
詳
細
な
批
判
は
こ
冶
で
の
問
坦
で
な
い
け
れ
ぎ
も

之
だ
け
の
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ら
う
。
印
も
経
済
摩
の
長
い
腔
史
が
持
っ
た
偵
値
諭
を
否
定
す
る
こ

と
が
岐
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
し
.
又
正
し
い
偵
航
論
は
一
臆
抽
象
的
な
法
則
性
に
迄
高
め
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、

そ
の
抽
象
は
枇
命
日
的
行
程
に
よ
っ
て
な
さ
る
に
う
も
の
で
あ
っ
て
、
謂
は
る
〉
如
(
決
し
で
現
宜
か
ら
遊
離
し
た
も

の
で
は
あ
り
科
な
い
。
従
っ
て
的
航
論
と
密
接
に
結
び
つ
く
向
業
の
生
産
性
の
問
題
色
、

リ
ヤ

Y
な
存
荘
か
ら
雌

れ
て
考
へ
得
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
限
り
に
於
て
立
場
の
相
異
と
な
す
こ
と
は
嘗
を
得
て
ゐ
な
い
色
の
と
考
へ
ら

れ
る
。
現
「
い
高
度
資
本
主
義
の
今
日
に
於
て
支
配
的
な
現
象
た
る
商
業
排
除
の
傾
向
の
如
炉
、
現
貫
自
躍
が
商
業

の
生
産
性
を
否
定
し
つ
〉
あ
る
一
誼
左
と
も
云
へ
ょ
う
、
(
完
)

商
業
生
産
設
の
諸
性
格

第

型E
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第
四
十
一
巻
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